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地

蔵

信

仰

と

太

平

記

一

既
に
拙
論

「流
布
本
保
元
平
治
物
語
の
成
立
を
論
じ
て
太
平
記
の
成
立
総

括
に
及
ぶ
」
に
於
て
、
自
分
は
流
布
本
保
元
物
語
巻
三
、
為
朝
が
島
に
攻
め

寄
せ
る
兵
船
を
見
て
の
議
悔
の
記
事
中
・
地
蔵
書
薩
信
仰
に
関
し
て
、
流
布

本
太
平
記
巻
二
十
、
結
城
入
道
地
獄
に
堕
つ
る
事
に
拠
る
と
説
い
た
。
勿
論
、

之
は
正
し
い
と
思
ふ
が
、
地
蔵
書
藤
信
仰
は
遠
く
適
か
な
伝
統
を
引
い
て
ゐ

る
や
う
だ
か
ら
、
実
に
関
聯
し
て
太
平
記
の
民
族
文
芸
と
し
て
の
一
面
を
絡

介
し
、
大
方
学
者
の
御
垂
示
を
得
た
い
。

二

今
昔
物
語
巻
十
七
、
柳
敬
二地
蔵
菩
薩

得̈
′活
人
話
、
第
十
四
、
は
多
口
満

仲
の
家
来
が
野
山
に
入
っ
て
鹿
を
狩
り
鳥
を
捕
へ
少
し
の
善
根
を
も
せ
ぬ
が
、

或
時
獲
物
を
追
ふ
途
中
、
地
蔵
に
頭
を
一
寸
下
げ
た
事
が
あ
り
、
そ
の
為
、

死
後
地
獄
に
行
っ
た
処
、
地
蔵
菩
薩
に
嗽
は
れ
生
き
返
¨
。た
。こ
。と
。を
鑓
。べ
げ

英
ヨ
リ
此
男
忽
二
道
心
ヲ
発
シ
テ
永
ク
殺
生
断
テ
偏
一
地
蔵
菩
薩
ヲ
日

夜。
一
静
ジ。
奉。
テ。
き
肺
事。
無。
沖
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
地
蔵
書
薩
ア
カ
ラ
サ
マ
ゴ

敬
ヒ
ノ
心
フ
発
セ
．ハ
人
ヲ
不
二
奔
給
一
デ
ル
事
既
二
如
′此
ン
何
二
況
中
心

ヲ
発
シ
テ
年
来
念
ジ
奉
り
亦
形
像
フ
造
り
尽
タ
ラ
仏
人
ヲ
バ
救
ヒ
助
ケ
給

釜

田

口
Ｐ
白
民

ハ
ム
事
可
疑
キ
ニ
非
ズ
、
然
レ
バ
地
蔵
菩
薩
ノ
誓
願
他
二
勝
レ
給
テ
憑
モ

ツ
ク
ナ
ム
思
ユ
ル
此
ヲ
聞
テ
ソ
地
蔵
菩
藤
二
可
′
仕
ン
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ

タ

ル
ト
ヤ

と
教
訓
し
て
ゐ
る
が
、　
ｏ
印
を
附
し
た
所
な
ど
は
保
元
物
語
の
粉
本
か
と
思

は
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
比
の
話
は
、
況
斎
叢
書
第
九
冊
所
収
の
岡
本
保
孝

の
出
典
致
に
は
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
巻
下
に
出
て
ゐ
る
と
い
ふ
が
、
同
書
は
現

存
、
上
中
二
巻
の
み
で
参
照
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
第
一
、
同
書
は
福

丼
氏
の

「実
容
の
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
の
著
作
時
期
に
就
い
て
ス
記
大
論
叢
昭

和
三
年
四
月
号
）
に
依
れ
ば
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
相
当
古

く
伝
っ
た
話
で
あ
ら
う
。

と
を
受
け
た
宇
治
拾
遺
物
語
巻
三
、
多
口
新
発
意
郎
等
の
事
に
、

こ
れ
も
今
は
む
力、
し
、
多
Ｆ
滞
仲
の
も
と
に
、
静
く。
あ。
し。
き。
郎
等
あ
り

け
り
。
物
の。
ぃ
の。ち。を。和
す。を。も。て。業
と。す。。
野。に
出
で
山。に
入
り
て
、

鹿。を。狩。り。浄
を。恥
り。て。ヽ
い
さ。か
の。手
枷
す。る。
こ。と。な
し。０
…
…
よ
み
が

へ
り
て
後
は
、殺
生
を
な
が
く
た
ち
て
、地
蔵
菩
藤
に
つ
か
う
ま
つ
り
け
り
。

と
あ
り
、
太
平
記
の
粉
本
で
は
な
い
か
と
疑
は
れ
る
。
平
家
物
語
巻
十
、
維

盛
入
水
の
条
に
あ
る
源
頼
義
の
描
写
も
大
平
記
の
粉
本
と
な
っ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
平
家
物
語
に
は
説
話
と
し
て
の
地
藤
信
仰
が
見
ら
れ
な
い
（巻
二
、

小
教
訓
に
地
蔵
菩
藤
の
名
が
出
る
だ
け
）
の
で
あ
る
。
続
本
朝
往
生
伝
に
も

ユ



前
伊
予
守
源
頼
書
朝
臣
者
。
出。
こ熟
勢
武。
勇。
之。
衆
一
一
生
”
二枷
生。
・為。
′

寿
。
先
当
二征
藩
ど
任
・。
十
余
年
来
。唯。
事。
こ闘。
戦。
”
切。
こ人。
首。
・肺
二伽
命。
・。雖
一

蒼
越
と
竹
↓
不
′可
二計
尽
”預
”一不
次
之
勧
賞

叙̈
二正
四
位
・任
二伊
予
守
”其

後。
か
′堂。
さ
′仏。
。瀑
砂
二築
障。
い。勿
年。
念。
仏。
。遂
以
出
家
。
瞑
計
之
後
。
多
有。
Ｔ

往
こ生
極
楽
・之
髭

定
知
十
悪
五
逆
。
猶
被
ノ許
二迎
接
・。何
況
英
余
哉
。
見
こ

此
一
両
・。大
可
／懸
′特
。

と
ち
り
、
之
が
平
家
物
語
の
粉
本
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に
云
は
れ
て
ゐ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
寧
ろ
語
句
の
類
似
か
ら
見
る
と
大
平
記
の
粉
本
と
も
考
へ
ら

れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
か
う
い
ふ
風
に
殺
生
が
悪
い
報
を
育
ら
し
、
酸
悔
改

行
に
よ
り
善
い
報
の
来
る
こ
と
は
早
く
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
、
自
二幼

時
・用
′網
捕
に魚
而
現
得
二悪
報
・縁
。
第
十
一
、
に
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

単
に
地
獄
信
仰
に
関
し
て
の
み
で
な
く
、
奈
良
朝
以
来
一
般
に
仏
教
布
教
の

税
話
と
ｔ
て
語
ら
れ
る
機
会
の
極
め
て
多
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
でヽ
あ

る
。
地
獄
行
や
地
獄
廻
り
の
伝
説
は
、
英
の
他
、
日
本
霊
異
記
、
今
音
物
語

に
多
く
載
せ
ら
れ
、
英
の
後
、
室
町
時
代
ま
で
の
有
名
な
も
の
を
云
っ
て
見

て
も
、
地
獄
行
の
伝
説
と
し
て
は
小
野
宣
や
日
蔵
上
人
の
伝
説
が
あ
り
、
地

獄
廻
り
の
伝
説
と
し
て
は
甲
賀
三
郎
伝
説
な
ど
が
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
今

昔
物
語
の
例
で
見
る
と
、
地
獄
か
ら
再
び
生
き
返
っ
た
話
は
地
蔵
菩
薩
の
信

仰
と
関
係
し
て
ゐ
る
の
が
、
最
も
多
い
の
で
あ
り
、
三
国
伝
記
巻
五
に
も
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
私
哭
因
縁
集
巻
六
、
殺
候
鹿
ノ
事
で
は
、
唐
土
の
話
と

な
り
地
蔵
で
な
く
弥
陀
如
来
が
救
ひ
出
し
た
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。

と
に
か
く
、
地
蔵
信
仰
と
地
獄
か
ら
生
き
返
る
話
は
、
巷
話
伝
説
と
し
て

各
方
面
に
利
用
さ
れ
、
附
加
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
何
れ
も
実
際
の
事
と
し
て

伝
は
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。

〓
一
　

　

　

・
　

・

そ
こ
で
、
太
平
記
巻
二
十
、
結
城
入
道
地
獄
に
墜
つ
る
事
が
、
何
か
ら
粉

本
を
得
た
か
は
明
か
に
は
云
へ
な
い
が
、
大
体
、
か
う
い
ふ
話
の
形
式
は
既

に
一
般
に
定
ま
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
か
ヽ
る
種
類
の
伝

説
か
ら
附
加
さ
れ
て
来
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
別
に
定
ま
っ
た
粉
本
が
あ
っ

た
の
で
も
な
い
と
思
は
れ
る
。
た
ゞ
自
分
が
こ
ゝ
で
考
へ
て
み
た
い
事
は
、

結
城
入
道
が
臨
終
に
当
っ
て
の
一一一［葉
と
の
関
係
で
あ
る
。
太
平
記
に
は
善
知

識
の
聖
が
後
生
善
所
の
御
望
情
る
こ
と
な
く
、
称
名
の
声
の
中
に
三
尊
の
来

迎
を
御
待
ち
下
さ
い
と
て
、
遺
言
を
求
め
た
に
対
し
、

此
入
道
巳
に
目
を
塞
が
ん
と
し
け
る
が
、
か
っ
ば
と
跳
ね
起
き
て
、
か

ら
ノ
ヽ
と
打
ち
笑
ひ
、
戦
き
た
る
声
に
て
い
ひ
け
る
は
、
我
己
に
齢
七
旬

に
及
び
て
、
栄
花
身
に
あ
ま
り
ぬ
れ
ば
、
今
生
に
於
て
は
一
事
も
思
ひ
残

す
事
候
は
ず
、
只
今
度
罷
り
上
り
て
、
逐
に
朝
敵
を
亡
し
得
ず
し
て
、
空

し
く
黄
泉
の
た
び
に
赴
き
侯
ぬ
る
事
、
多
生
広
劫
ま
で
の
妄
念
と
な
り
ぬ

と
覚
え
侯
、
さ
れ
ば
愚
に
て
候
大
蔵
権
少
輔
に
も
、
我
後
生
を
弔
は
ん
と

思
は
ば
、
供
仏
施
僧
の
作
善
を
も
致
す
べ
か
ら
ず
、
更
に
称
名
読
経
の
追

資
を
も
な
す
べ
か
ら
ず
、
只
朝
徹
の
首
を
取
り
て
、
我
墓
の
前
に
懸
け
雙

べ
て
見
す
べ
し
と
、
い
ひ
お
き
け
る
由
伝
へ
て
給
は
り
候
へ
と
、
是
を
最

後
の
詞
に
て
、
刀
を
抜
き
て
逆
手
に
持
ち
歯
噛
み
を
し
て
ぞ
死
に
け
る

と
記
し
、
次
い
で

罪
障
深
重
の
人
多
し
と
い
へ
ど
も
、
終
焉
に
是
程
の
悪
相
を
現
ず
る
こ

と
は
、
古
今
未
開
か
ざ
る
所
な
り
。
げ
に
も
此
道
忠
が
、
平
生
の
振
舞
を

き
け
ば
、
十
悪
五
逆
重
障
過
極
の
悪
人
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
′



を
以
て
、
地
獄
行
き
の
話
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
此
の
宗
広
最
期
の
言
葉
は
、

後
藤
丹
治
氏
の
名
著

「太
平
記
の
研
究
」
に
は
、
平
家
物
語
入
道
逝
去
の
条

を
粉
本
と
し
た
も
の
と
見
て
を
と
ら
れ
る
。
之
に
就
い
て
は
、
大
槻
文
彦
博

士
が
早
く

「結
城
上
野
介
宗
広
入
道
道
忠
墳
墓
考
」
（史
学
雑
誌
第
十
一
編
）

に
於
て白
河
文
書
、
七
月
十
二
日

（興
国
二
年
）
ノ
憮
名
ノ
、
状
二
「故
上
洲

禅
心
被
′
致
二無
二
之
貞
節
・云
々
、
英
上
両
度
励
二老
骨
・上
洛
、
不
′達
二本

奪冬
眈
饒
特諄
・ｍ
誇
ユ外一鬱
麟鑢

語
ハ
姑
ク
措
キ
、
此
ノ
文
し
テ
死
二
瀕
ス
ル
マ
デ
、
大
業
抜
復
二
憤
慨
セ

シ
状
ハ
想
像
セ
ラ
レ
、
人
フ
ン
テ
悲
壮
ノ
念
二
勝
ヘ
ザ
ラ
ン
ム
。

と
論
ぜ
ら
れ
て
を
り
、
大
西
源
一
氏
著

「結
城
宗
広
卿
勤
工
事
蹟
」
に
も
同

意
見
が
見
ら
れ
る
。
此
の
大
平
記
０
記
事
は
史
実
の
伝
聞
で
ぁ
る
こ
と
明
か

だ
が
、
か
う
い
ふ
忠
臣
が
、
悪
人
と
批
評
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
大
平
記
が
結
城

宗
広
を
証
ひ
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
よ
か
ら
眺
め
た
結
果
で
あ
る
。
太
平
記

巻
十
六
、
正
成
兄
弟
討
死
の
事
に
、
正
季
の

・
七
生
ま
で
同
じ
人
間
に
生
れ
て
朝
敵
を
滅
さ
ば
や
と
こ
そ
存
じ
候
へ
ヽ

と
申
し
た
に
対
し
て
、
正
成
が

駒
業。澱
き。悪。念。な
れ
ど
も
我
も
か
や
う
に
思
ふ
な
り

と
答
へ
て
ゐ
る
の
で
わ
か
る
が
、
武
土
が
戦
場
で
殺
業
を
す
る
こ
と
を
仏
教

の
方
で
は
罪
業
深
し
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
結
城
宗
広
が
十

悪
五
逆
重
障
過
極
の
悪
人
と
批
評
さ
れ
た
の
は
、
続
本
朝
往
生
伝
に
源
頼
義

が
十
悪
五
逆
と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
決
し
て
、
太
平
記
が
結

城
宗
広
の
忠
巨
た
る
事
を
証
ひ
た
の
で
は
な
い
の
で
ぁ
り
、
自
分
は
逆
に
、

こ
こ
に
太
平
記
の
民
族
文
芸
と
し
て
の
成
立
の
特
質
を
見
出
さ
な
い
で
を
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
結
城
宗
広
の
忠
烈
な
最
期
の
言
葉
の
描
写

が
、
平
清
盛
の
最
期
の
言
葉
と
似
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、　
一
は
朝
敵
を
滅
し

て
日
本
中
興
の
偉
業
を
完
成
せ
ん
と
す
る
の
で
、　
一
は
単
に
平
家
と
い
ふ
一

氏
族
の
興
隆
に
関
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
平
清
盛
が

地
獄
へ
行
っ
た
夢
を
二
位
局
が
見
た
の
に
比
す
れ
ば
、
結
城
入
道
の
地
獄
行

は
通
か
に
、　
一
般
人
民
教
化
に
都
合
が
よ
い
の
で
あ
り
、
か
う
い
ふ
仏
教
布

教
に
伴
っ
て
、
烈
々
た
る
忠
臣
の
最
期
の
言
葉
が
植
ゑ
う
け
ら
れ
て
ゆ
く
こ

と
は
西
欧
の
民
間
伝
唱
詩
人
に
も
比
す
べ
き
説
教
師
の
存
在
が
暗
々
裡
に
考

察
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四

誰
が
か
う
い
ふ
地
獄
行
の
話
を
附
加
し
た
も
の
か
は
明
か
で
は
な
い
が
、

か
う
い
ふ
話
が
伝
っ
て
、　
一
般
人
民
の
教
化
に
如
何
に
役
立
つ
か
を
考
へ
て

み
る
べ
き
で
あ
り
、
之
等
が
当
時
何
れ
も
事
実
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
殊
に

是
併
ら
地。
議
浄
藤
ヶ
孝
巧
方
便
に
し
て
、
彼
有
様
を
見
せ
し
め
て
、
追

善
を
致
さ
し
め
ん
が
た
め
な
り
。
結
縁
の
多
少
に
依
り
て
、
利
生
の
厚
薄

は
あ
ケ
と
も
、
前
仏
後
仏
の
導
師
、
大
慈
大
悲
の
藤
睡
に
値
遇
し
奉
ら
ば
、

真
諦
俗
諦
善
願
の
望
を
達
せ
ん
、
今。
世。
後。
世。
静
く。
中
凄
い
御
む
、
か
い
も。

し
か
る
べ
き
御
事
な
り

の
語
句
は
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
、
梁
日
本
、
流
布
本
等
は
有
す
る
が
、

西
源
院
本
に
は
全
く
快
き
、
野
尻
本
、
義
輝
本
も
た
だ
、

サ
テ
珈
‥様
ノ
悪
人
モ
信́
ス
レ
バ
悟
ァ
開
キ
飯
ス
ン
パ
旨
ヲ
得
ル
コ
ト
、

■1



調
御
′
説
ニ
タ
カィ
今
ス
ト
テ
皆
心
ヲ
債
ケ
ニ
ヶ
，

と
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
地
蔵
信
仰
に
関
し
て
説
か
れ
る
こ
と
も
漸
次
、
定
着
し

て
行
っ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
考
へ
る
と
、
太
平
記
の
民
族
文
芸
と
し
て
の
特

質
が
か
う
い
ふ
形
で
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

之
と
共
に
、
太
平
記
巻
二
十
四
、
三
宅
萩
野
謀
叛
の
事
附
■
生
地
蔵
の
事

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

武
蔵
国
住
人
に
、
香
勾
新
左
衛
門
高
遠
と
い
ひ
け
る
者
只
一
人
、
地
蔵

菩
薩
の
命
に
替
ら
せ
給
ひ
け
る
に
依
り
て
、
死
を
遁
れ
け
る
こ
そ
不
思
議

な
れ

を
以
て
始
ま
る
話
は
、
児
島
高
徳
に
同
心
し
て
宮
方
と
し
て
大
義
に
従
，
た

新
左
衛
門
が
、
壬
生
地
蔵
堂
に
逃
げ
込
ん
で
、
賊
の
探
索
か
ら
一
命
を
助
か

っ
た
話
で
あ
り
、
地
蔵
書
薩
が
身
代
り
に
な
り
給
う
た
の
を
知
っ
た
賊
兵
〓

人
は
、
組
を
以
て
高
手
小
手
に
い
ま
し
め
た
の
を
後
悔
し
発
心
修
業
の
身
と

な
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
浸
後
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

彼
は
順
縁
に
よ
り
て
今
生
に
命
を
助
り
是
は
逆
縁
に
よ
り
て
来
生
の
値

す。遇
弩
酪
の。る
も。こ
崚
碗
噸
し。女口
悲。来
剛
な。属
り。の
略
言
瑚
違
一
ず
。
今。
世。
衡
む
能。
く。
中
凄

と
地
蔵
信
仰
を
説
教
し
て
ゐ
る
の
を
考
へ
合
は
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
地
蔵

菩
薩
が
身
代
う
に
立
つ
原
形
は
今
昔
物
語
巻
十
七
、
地
蔵
菩
薩
変
二小
僧
形
・

受
′箭
語
第
二
に
出
て
ゐ
る
し
、観
音
が
身
代
り
に
立
つ
話
な
ど
も
今
昔
物
語

巻
十
六
に
見
え
る
の
で
あ
り
、
伝
説
と
し
て
各
方
面
に
附
加
さ
れ
て
ゆ
く
と

は
思
ふ
が
、
か
う
い
ふ
風
に
大
義
を
絶
叫
す
る
患
極
に
関
し
て
説
い
れ
た
点

に
、
皇
室
を
遠
慮
な
く
狙
上
に
載
せ
痛
罵
す
る
こ
と
の
多
い
太
平
記
の
社
会

批
評
が
本
質
的
に
如
何
な
も
の
か
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

五

親
長
卿
記
延
徳
三
年
五

ヽ
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
甘
露
寺
親
長
も
一
条
北

烏
丸
の
観
音
堂
に
詣
で
て
談
義
僧
が
太
平
記
を
読
ん
だ
の
を
聞
い
て
ゐ
る
し
、

後
法
興
院
記
文
正
元
年
五
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
関
自
近
衛
政
家
は
成
仏

寺
に
参
詣
し
、
法
華
経
の
談
義
の
後
で
‥禅
僧
が
太
平
記
を
読
ん
だ
の
を
聴
聞

し
て
る
る
。
太
平
記
が
法
華
経
に
関
聯
し
て
観
音
や
地
蔵
信
仰
を
伴
っ
た
巷

話
伝
説
を
採
り
入
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
足
利
氏
の
制
圧
下
に
あ
り
な
が
ら
、

一
般
人
民
に
布
教
と
共
に
尊
皇
心
を
植
ゑ
つ
け
た
民
間
伝
唱
詩
人
の
持
ち
廻

っ
た
日
唱
文
芸
の
痕
跡
を
留
め
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
於
て

も
、
民
族
文
芸
と
し
で
の
太
平
記
の
成
立
に
ぼ
平
家
物
語
０
文
芸
的
寿
意
識

に
比
し
て
邊
か
に
強
烈
な
批
評
意
識
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日
稿

〔後
記
〕

本
稿
は

「民
族
文
芸
の
研
究
」
と
題
し
て
出
版
予
定
の
十
数
篇

の
諭
考
の
一
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
に
臨
ん
で
、　
一
冊
の
書
物
の
形
と

な
る
機
会
を
失
ひ
、
今
日
に
及
ん
だ
。

地
蔵
菩
藤
霊
験
記
に
つ
い
て
は
昭
和
十
九
年
出
版
の
予
定
で
あ
っ
た

杜
寄
正
義
氏
著

「今
昔
物
語
の
研
究
」
下
第
十
一
章
が
あ
る
が
未
刊

に
終

っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

―
神
戸
商
船
大
学
教
授
―




